
防コミの歩き方
１ はじめに
　平成22年5月23日10時から、西区竜が
岡3丁目の竜が岡グランドにおいて荒天の
中、伝統ある西消防団ポンプ操法競技会が
おこなわれました。
２ 西消防団ポンプ操法競技会について　
　日頃から訓練、研修に励んでいる西消防
団員が一堂に会して消防の知識・技能を披
露するとともに、各支団対抗で競い合うこと
によって団員の士気高揚を図るものとして昭
和31年に第1回大会が実施され、今回で
52回目となる歴史と伝統ある大会です（近年
は神戸市ポンプ操法大会と隔年実施）。競
技会は年々見直しを重ね、現在は3隊17名
が小型動力ポンプ3台を中継して行うポンプ
操法で、団員個人の能力はもとより3隊の連
携が不可欠であります。神戸市ポンプ操法
大会と同様、スタートから的を落とすまでを競

う総合部門とポンプとポンプ（区間）の中継
を競う区間部門からなります。各支団とも、
優勝を目指して予選会から実施しています。
3 大会当日について　
　競技会当日は昨夜から降り続いた雨がさら
に強くなり、雷、強風、波浪等の注意報が
発表され、また、11時過ぎには大雨、洪水
注意報が発表される中、中村副市長、村上
局長をはじめ、多くの来賓を招いての競技会
となりました。開会式では雨の影響から優勝
旗返還等を省略、また積載車と積載車の間
をブルーシートで覆い団員の待機場所とする
などの状況下で競技会は開始されました。
4 ポンプ操法競技会結果について　
　グランド状態も最悪の中、各支団ともそれ
ぞれ精鋭で臨んだ競技会でありました。結果
は、下記のとおりです。
総合成績
優　勝　伊川谷支団
準優勝　岩岡支団
 ３　位　櫨谷支団
部隊別成績（区間１位のみ）
第1区間　岩岡支団　　第3分団　上新地班
第2区間　玉津支団　　第1分団　出合班　
第3区間　伊川谷支団　第6分団　長坂班

（西消防団 岩岡支団　山崎幸雄）

荒天にもめげず、歴史ある西消防団ポンプ操法競技会開催される！

平成21年度に（財）自治総合センターの
コミュニティ助成事業「地域防災スクールモ
デル事業」を活用して、「防災福祉コミュニ
ティスクール」事業を実施しました。
●事業概要
「BOKOMIスクールガイド」を資料として市
内すべての防災福祉コミュニティに配布し、
この「地域と学校が連携した防災活動」を推
進する事業を紹介、モデル地区の募集を実
施しました。その結果、選定された市内10
地区のモデル地区に対して、①BOKOMIス
クールガイドを活用しつつ学校と連携した防
災活動を紹介する研修②学校と連携した防
災教育を実施するための資器材配布③行
政区単位で実施する研修会の支援④モデ
ル地区が実際に学校と連携した活動を実施
するための支援をおこないました。
●研修会
研修会には、モデル地区に選ばれた10
地区の防災福祉コミュニティの方はもちろ
ん、小学校の教職員にもご参加いただき、
外部講師としてNPO法人や他都市の消防
本部の職員もお招きし、非常に有意義な研

修会を実施することができました。
●モデル地区で学校と連携した活動
研修会に参加したモデル地区として選定

された地域は、当研修を踏まえて、区域内
の小学校と連携し、次のような防災活動を
実際に実施しました。
研修会で習得した知識と配布された資器
材を活用して、従来の訓練用水消火器によ
る初期消火訓練を子供たちが楽しく学べるよ
うに的を工夫した方法で実施したり、今まで
あまり実施されることがなかった防災を楽しく
学べる「防災カードゲーム」を使用した防災
学習をおこなったり、ほかにも防災ゼスチャー
ゲーム「ぼうさいダック」を使った防災学習な
ど、さまざまな取り組みが学校の授業や行事
の中で、学校と連携して地域が支援すると
いう形で実施されました。
今後は、このようなモデル地区で実施され

た取り組みを市内に発信していくために、各
行政区単位で実施する研修会や地域活動
の発表会の機会を通じて発信するとともに、
各消防署において担当職員の地域との顔
の見える関係を生かした支援を実施していき
ます。
（予防課 地域防災支援係　竹中邦明）

地域防災スクールモデル事業の実施

当事業は、宝くじ助成を
活用して実施しました。
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